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英国

⽶国

シンガポール

⽇本中国

✓設⽴ 1998年9⽉ 
✓事業 「つなぐ」ソフトウェア製品の開発・販売 
✓拠点 This Place社の買収（2017年4⽉）により 

   ５ヶ国９箇所に拠点を持つグループに

会社概要

✓資本⾦  22億6,841万円 
✓従業員数 117名（連結） 
✓企業理念 発想と挑戦 

     世界的視野 
     幸せの連鎖

2017年12⽉31⽇現在

代表取締役 
執⾏役員社⻑/CEO 
平野 洋⼀郎

London

Seattle 
CupertinoHangzhou 

Shanghai 
Hong Kong

Tokyo 
Osaka

Singapore
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は２モデル

納品先

売上高総利益率 
（粗利）

１つ開発して複製 個別に開発
製品開発 受託開発

ソフトウェア開発

不特定多数 １社のみ

⾼い

低い
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ソフトウェア開発の２モデル

XXデータ

XX情報開発

XXソリューション
XXシステムズ

インフォテリア
Google
Microsoft
Facebook

１つ開発して複製 個別に開発
製品開発 受託開発
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創業来⼀貫した製品開発
創業時の事業計画
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出所：テクノシステムリサーチ社

インフォテリア

企業データ連携市場 モバイルコンテンツ管理 
SaaS市場 （出荷⾦額）（出荷本数）

２つの主⼒製品は市場シェアNo.1

出所：ITR Market View
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決算発表
2018年3⽉期 

第３四半期
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決算ハイライト 
2018年3⽉期 第3四半期決算 

（国際会計基準 = IFRS） 

9
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売上収益推移 営業利益推移
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2018/3 
第３四半期

1,000
1,1211,054

2017/3 
第３四半期

2016/3 
第３四半期

2015/3 
第３四半期

2,000

（単位：百万円） 2,403
⼤幅増収

２倍超
売上収益推移 ①デザインサービス 

 が⼤きく貢献 
  This Place社の買収が奏功 

②ASTERIAが 
 ⼤幅に伸⻑ 

 ASTERIA事業:13.3%増

要因
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①買収費⽤を計上 
 するも⼤幅増 

②営業利益率20%超 
 20.8%（経営⽬標クリア）
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⼤幅増益
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2016/3 
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2015/3 
第３四半期

2018/3 
第３四半期

2017/3 
第３四半期

200

501
（単位：百万円）

２.4倍

営業利益推移

要因
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売上収益、営業利益を上⽅修正

3,000
2,600

前年実績

今 
回 
予 
想

売上収益

当 
初 
予 
想

1,641

営業利益 550

410
301

今 
回 
予 
想

当 
初 
予 
想

（単位：百万円） （単位：百万円）

前年実績

■ 要因：デザインサービス、ASTERIAが予想以上に好調。
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挑戦を⽀える堅牢な財務体質

3,601     7,530

75.1%

（百万円）

期初

①資産合計倍増超 

②現預⾦等45億円超 

③⾼い⾃⼰資本⽐率

2,340     4,531

今後の積極的な投資を⽀える堅牢な財務体質

第３四半期末

（百万円）
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決算概要 
2018年3⽉期 第３四半期決算 

（国際会計基準 = IFRS）

15
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2015年3⽉期 
第３四半期 

(⽇本基準連結)

2016年3⽉期 
第３四半期 

(IFRS)

2017年3⽉期 
第３四半期 

(IFRS)

2018年3⽉期  
第３四半期 

(IFRS)
前年同期⽐

売上収益 1,054 1,121 1,175 2,403 204.5%

売上総利益 873 906 1,014 1,690 166.6%

販売管理費 820 774 802 1,185 147.7%

営業利益 53 122 208 501 240.2%

税引前利益 56 104 211 383 181.5%

当期利益 0 20 139 183 131.9%

損益計算書

（単位：百万円）

16

■ 売上収益は前年同期⽐204.5%、売上総利益は前年同期⽐166.6%。 
■ 当期利益は183百万円（前年同期⽐131.9%）。
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✓売上収益1,101百万円（前年同期⽐113.3%） 
✓ASTERIAの導⼊社数は、6,596社に伸⻑。

■ ASTERIA, Handbookともに成⻑、デザインサービスが⼤きく貢献。

新アダプターで接続先拡⼤。販売パートナーも増加。 
11年連続で市場シェアNo.1を獲得。

✓売上収益1,104百万円（前年同期⽐5,341.5%） 
✓デザインサービスが最も貢献。

デザインサービス、Platio、Gravio、SnapCal、 
lino、ExtenXLS等

✓売上収益198百万円（前年同期⽐108.6%） 
✓Handbookの導⼊件数は、1,357件に伸⻑。

最新版Handbook 5 の新バージョンを出荷。 
機能強化によりビジネスでの活⽤シーンを拡⼤。

その他

ASTERIA

Handbook

製品別売上状況

主にデザイン 
サービス
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売上収益の内訳と推移

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

（
単
位
：
百
万
円
）

2015年3⽉期 
第３四半期

1,175

2,403

2016年3⽉期 
第３四半期

売
上
収
益

IFRS日本基準

2017年3⽉期 
第３四半期

2018年3⽉期 
第３四半期

1,054 1,121

構成⽐

サービス 
55.8%

サポート 
25.7%

ライセンス 
18.5%

■ サービス売上は6倍以上となり、全体の5割超を構成。 
■ ライセンス売上は15%以上売上が増加するも、構成⽐は２割以下に抑制。

444

1,340

619

386

221

568
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50%
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200%

2017年３⽉期 
第３四半期

2018年３⽉期 
第３四半期

19

ライセンス 
18.5%

サービス 
55.8%

サポート 
25.7%

売上区分別 
構成⽐

前年同期⽐

ライセンス：115.2%

サポート：108.8%

サービス：607.0%

ASTERIA ライセンス版の 
収入が増加。

ASTERIAのサポート収入が 
順調に増加。

100%

150%

■ サービス売上が劇的に増加し、全体の過半となった。

607.0%

250%
売上区分別状況

50%
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サービス売上の 
構成⽐

前年同期⽐
サービス：607.0%
デザインサービスが貢献。
Handbook クラウド版と
ASTERIA サブスクリプショ
ンが大幅に伸張。

50%

売上区分別状況
■ サービス売上のうち、「デザインサービス」が８割超を占める。

607.0%

100%

150%

200%

250%

300%

350%

400%

450%

500%

550%

デザインサービス 
81.5%

ネットサービス 
14.2%

その他のサービス 
4.3%

600%

650%
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0

233
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700

933

1,167
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構成⽐

38.6%

6.3%

38.2%

（
単

位
：

百
万

円
）

820 774 802

販売管理費の内訳と推移

1,185

2017年3⽉期 
第３四半期

2015年3⽉期 
第３四半期

2016年3⽉期 
第３四半期

2018年3⽉期 
第３四半期

IFRS⽇本基準

6.5%
10.4%

その他

⽀払報酬
広宣販促費
研究開発費

⼈件費

■ 恒常的な増加：⼦会社（This Place）買収により⼈件費等が増加。 
■ ⼀時的な増加：⼦会社買収関連費⽤など⽀払報酬が増加（主に第１四半期）。

458

123
77
75

452

256

85

356

46
59



2018年３月期 第３四半期決算説明会 22

営業利益/税引前利益/当期利益

0

110

220

330

440

550

（
単

位
：

百
万

円
）

営業利益 税引前利益 当期利益

持分法投資損益: 5

法⼈所得税費⽤: 199

501

383

183

前年同期 前年同期 前年同期

2018年3⽉期 第３四半期累計期間

⾦融収益・費⽤: 113 
（うち為替差損: 112）

139

208 211

主に英ポンド高
による為替差損

■ 税引前利益：上場来最⾼を更新。第3四半期で初の3億円超え。 
■ 当期利益：上場来最⾼を更新。第3四半期で初の1.5億円超え。
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0%

10%

20%

2017年3月期 
第３四半期

2018年3月期 
第３四半期

経営指標の推移（前年同期⽐）
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売上総利益/率

70.3% 3.1%

営業利益/率

3.2%

販促・広宣費⽤/率

研究開発費⽤/率

59
77

85 75
(百万円）

(百万円）

1,690
(百万円）86.3%

7.2%
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2018年3月期 
第３四半期

20.8%

208

501
(百万円）

17.7%

1,014

買収による 
原価増含む

中計目標 
をクリア
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財政状態計算書

24

2017年 
3⽉31⽇

2017年 
12⽉3⽇

増減

現預⾦等 2,340 4,531 2,190
営業債権 170 411 241
その他流動資産 19 41 21
有形固定資産 65 99 34
のれん - 1,412 1,412
無形資産 128 242 114
投資等その他 879 796 ▲83
資産合計 3,601 7,530 3,930
借⼊⾦ 167 117 ▲50
営業債務 86 105 19
未払法⼈所得税等 31 126 95
その他流動負債 385 708 323
⻑期借⼊⾦ - - -
その他⾮流動負債 59 820 761
負債合計 727 1,876 1,149
株主資本 2,889 5,365 2,476

その他資本の構成要素 ▲15 289 305

純資産合計 2,874 5,655 2,781

IFRS 
（単位：百万円）

資	
産	
の	
部

負	
債	
の	
部

純	
資	
産	
の	
部

■資産合計 

3,601     7,530
✓新規資⾦調達 

（新株予約権⾏使） 

✓⼦会社取得による 
「のれん」

2,250

■⾃⼰資本⽐率 

    75.1%
（単位：百万円）

✓⻑期借⼊⾦：無し 
→積極的な投資に耐えうる 
 極めて健全な財務体質

（単位：百万円）

（期初）

1,412
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2017年3⽉期 
第３四半期

2018年3⽉期 
第３四半期

営業活動による 
キャッシュ・フロー 263 660
投資活動による 
キャッシュ・フロー ▲526 ▲906
財務活動による 
キャッシュ・フロー ▲85 1,942
現⾦及び現⾦同等物の 
期末残⾼ 1,493 3,531

（単位：百万円）

■ 営業活動によるキャッシュ・フローは、売上・利益好調により⼤幅増加。 
■ 財務活動によるキャシュ・フローは、新株予約権の⾏使により⼤幅増加。

キャッシュ・フロー計算書
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業績予想の修正

26

IFRS 
（単位：百万円）

2018年3⽉期 
通期予想 

（前回発表）

2018年3⽉期 
通期予想 

（今回修正）
前年同期⽐

売上収益 2,600 3,000 185%

営業利益 410 550 183%

税引前利益 410 430 142%

当期利益 280 230 100%

2017年3⽉期 
通期実績

1,621

301

303

230

■ 増額要因：デザインサービス、ASTERIAが予想以上に好調。 
■ 税引前利益以下の減額要因：為替差損、買収費⽤の税務上の取扱い。
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（単位：百万円）

	1,000 200

300

営業利益 税引前利益 当期利益売上収益
0
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80

%
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捗

率
93

%

進
捗

率
89

%

進
捗

率
80

%

2,403
501

2,000

500

383

183

3,000

新しい業績予想と第３四半期進捗率
■ 新業績予想に対しても第３四半期の進捗率は順調。 
■ 既に全項⽬80%以上の進捗率。



(C) 2018 Infoteria Corporation

トピックス
第３四半期決算
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ASTERIA
29

中核製品①
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Ἀστερία

ギリシャ神話の⼥神 「星座」を意味する

30
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取引先消費者

やり取りを円滑にする「通訳」のような役割

関連会社 事業所 本社

異なるコンピュータ間のデータをつなぐ

ASTERIAとは
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ノン・プログラミング＝ 
プログラミングを機能「アイコン」に凝縮

＜例＞ 
データを記憶装置から 
読み出す処理

主⼒製品１：ASTERIA（アステリア）

プログラミングの場合 ASTERIAの場合

画⾯はイメージです
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マスター 
パートナー 

27社

新規 
サブスクリプション 

パートナー 

10社

新規事例 

11事例

導⼊社数  

6,596社

達成

成⻑を⽀える実績

市場シェア  
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成⻑領域：RPA (Robotics Process Automation)

34

フロントRPA バックRPA

人

ＩＴ

✓豊富な接続機能 
✓複数ファイルの加⼯ 
✓⼤量データの取り込み

クラウド 
サービス

社内 
システム

作業効率 
アップ!!

■「働き⽅改⾰」の⼀貫として業務⾃動化が最もホットな領域 
■ホワイトペーパーのダウンロード数圧倒的No.1
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アダプター群

アダプター群

API

API API

API

API API

API API

APIAPI

API API FinTech

AI

Robot

IoT

Blockchain

プログラミング無しで 
様々な新技術が接続可能に！

これまで… これから…

API時代に広がるASTERIA
■様々な新技術をノンプログラミングで企業システムに繋ぐASTERIA
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Handbook

36

シンプルに伝える、スマートに伝わる。

中核製品②
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集中管理 コンテンツ 
配信

クラウド

管理者 スマホ/タブレット利⽤者

・コンテンツ 
・ユーザー

Handbookとは
企業内外のコンテンツを安全確実に配信し、 

携帯端末での共有と閲覧を可能にするソフトウェア。



2018年３月期 第３四半期決算説明会 38

累計導⼊件数は1,300件を超える
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Handbook  

5 
最新版出荷 新規事例 

14 事例

累計導⼊件数  

1,357件

成⻑を⽀える実績

市場シェア 
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成⻑領域：SalesTech（営業⽀援）

40

■業績を「伸ばす」ツールとして改めて熱く注⽬を浴び始めた領域

✓情報・サービスの質が向上 
✓よりリアルな商品イメージ 
✓成約数アップを実現

✓準備時間を⼤幅に短縮 
✓常に最新資料を閲覧 
✓社員のスキル向上
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Handbook 5 で広がる活⽤⽤途

41

Handbook 3

Handbook 4

現場配信者

コンテンツ利⽤の拡⼤

Handbook内コンテンツの 
オートプレイ利⽤

360度画像・動画対応

「働き⽅改⾰」の促進

Split View＆マルチタスクによる 
複数アプリ同時活⽤

スマートシェアによる 
組織外へのコンテンツ共有

組織外配布の強化
セミナー・カンファレンス

での⼤⼈数資料共有
店舗・展⽰会での 
サイネージ活⽤

空間アピール 
での活⽤

HoloLens対応  
2in1 Windows PC対応強化

様々なデバイスを 
活⽤可能に

新デバイスへの対応

みんなで
閲覧

マルチ
デバイス
利用

自動で
再生

訴求力
UP

作業効率
UP

+ビデオチャット

+Platio

新技術対応で新たなワークスタイルを
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新製品

Platio
（プラティオ）

Gravio
（グラヴィオ）
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モノ（IoT）

43

ヒト

ヒトとモノをつなぐ

ビジネスを⾃動化する 
エッジコンピューティング基盤

コラボレーションを促進する 
モバイルコンテンツ基盤

システムをつなぐ

つなぐフィールドはIoTに拡⼤

Handbook

Platio

システムと 
モノをつなぐ

システムと 
ヒトをつなぐ

フィールド業務を効率化する 
IoTモバイル・クラウド基盤

Gravio

企業情報システム
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Platio

Platio - ⼈とモノをつなぐ
✓テンプレートから簡単開発

■ 2017年2⽉出荷開始 
■ テンプレートからの選択に

より簡単にIoT対応モバイル
アプリを開発できる画期的
ソフトウェア

プラティオ ✓アジャイルに、配布→運⽤

2018年３月期 第３四半期決算説明会
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データフロー 
ビュー

レイアウト 
ビュー

✓IoT機器の制御も可能

Gravio - 本格的エッジ・ミドルウェア

Gravio
グラヴィオ

■ 2017年6⽉出荷開始！ 
■ ノン・プログラミング 
■ データ変換、⼊出⼒ 
■ IoT⽤エッジ・ミドルウェア 
■ Windows 10で稼働

2018年３月期 第３四半期決算説明会
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IoT市場は⼤きく拡⼤

0

5000

10000

15000

2017 2020

13,800

4,850
使⽤される領域は 
✓トラッキング 
✓モニタリング/分析 
✓最適化 
✓新サービス 
   に分類される

３年間で 

2.8倍に拡⼤

出典）ITR「IoT投資実態調査」プレスリリース

IoTのビジネス活⽤の市場規模
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✓ ASTERIAでの対応 
✓ Gravioでの対応 
✓ ブロックチェーンを 

基盤としたサービス 
✓ BCCC等での活動

ブロックチェーン
■ 2017年4⽉に「ブロックチェーン事業推進室」発⾜
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ブロック
ブロック

ブロック

ブロック
ブロック

ブロック

ブロック
ブロック

ブロック

既存のシステム

ブロック
ブロック

ブロック

mijinアダプタ

従来の1/10未満の 
コストで処理

ブロックチェーン連携
■プライベート・ブロックチェーン「mijin」の開発元テックビューロ社と提携

既存システムにおいて 
ノンプログラミングで 
ブロックチェーン技術を 
使うことが可能になる。



2018年３月期 第３四半期決算説明会

流通 製造

公共 医療

ManuTech

GovTech MediTech

トレーサビリティ

検査・検証データ

登記、試験履歴

カルテ情報

49

改ざんが許されないデータは 
あらゆる業界に存在する

TransTech

■フィンテック以外にも様々な領域に応⽤可能
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ブロックチェーンでのポジション確⽴

190社超

■ 平野洋⼀郎が代表理事としてブロックチェーン推進協会の活動をリード。

取材⾵景（⽇テレ）

■ コインチェック社の仮想通貨盗難問題でブロックチェーンを解説

取材⾵景（フジテレビ） 取材⾵景（NHK）



2018年３月期 第３四半期決算説明会 51

仮想通貨盗難事件とブロックチェーン

取引所固有のセキュリティーの問題 

盗まれた仮想通貨や、ブロックチェーン技術の
⽋陥や不備ではない

1⽉26⽇にコインチェック社から 
580億円相当の仮想通貨が流出
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2017年4⽉20⽇This Place社を100%⼦会社に

デザインサービス
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✴ This Place(100%⼦会社)を中⼼として提供 
✦ 上流コンサルティング（マッキンゼーやBCGのデザイン版） 
✦ 顧客のデジタルトランスフォーメーションを⽀援 
✦ 英ロンドンと⽶シアトルを拠点とする

⼤企業向けデジタルデザイン＆コンサル

主要顧客



T-Mobile（⽶国）のデジタルデザイン戦略を担当

This Placeサービスの⼀例

✓Web strategy / design 
✓Apps design UI/UX 
✓EC site design 
✓New organization strategy & design

2018年３月期 第３四半期決算説明会
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企業向けソフトもデザインファーストに

機能ファースト デザインファースト

コンシューマーにおける 
典型的な例：iPhone

背景：ソフトウェアの選択権が、IT部⾨から現場へシフト

✴最初はコピペすらなかった 
✴機能○×表からは産まれない

This Place買収の狙い
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投資領域と時間軸ポートフォリオ

RPA, xxxTech, xR

デザインファースト 
ブロックチェーン

IoT, AI, API

データ連携, ビッグデータ 
クラウド, モバイル

1〜2

3〜4

5〜

0〜
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さらなる成⻑へ先⾏投資

50
最⼤

積極的なM&A

億円

規模
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インフォテリアの投資領域 - ４つのＤ

Data (AI & ビッグデータ等) 
→データのみが企業IT資産になる

Decentralized (ブロックチェーン等) 
→分散して協調ができる「個」の時代になる

＋Design!! 
→「デザインファースト」の時代に

Device (スマート & IoT等) 
→デバイスが不可欠なインフラになる



(C) 2018 Infoteria Corporation

全社的取り組み
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ガバナンスと経営基盤の強化

✴ IFRS（国際会計基準）へ移行 
　- 財務諸表の国際的な比較可能性の向上
✴取締役の3/4が社外取締役。1/2が海外在住。
社内取締役 社外取締役

Anis Uzzaman 田村耕太郎 五味 廣文平野洋一郎
‣ 当社創業者 
‣ 社長 / CEO 
‣ 東京へ帰任

‣ 米Fenox Venture 
Capital CEO 

‣ 米国在住

‣ National University 
of Singapore教授 

‣ シンガポール在住

‣ 西村あさひ法律 
事務所 顧問 

‣ 元 金融庁長官
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CSR/ESG活動の充実

熊本県阿蘇郡⼩国町で5,000本の杉を保全 
「インフォテリアの森」

Infoteria Green Activity

社員やパートナー企業の 
お⼦様に⼩国杉のおもちゃを贈呈

当社の各種ノベルティを 
⼩国杉で制作
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■ 秋⽥県仙北市⾓館の通称「千本桜」の 
保全のために100万円をふるさと納税 
（内閣府認定第１弾） 

■ 「Handbook」の360度映像機能を 
使って仙北市の観光名所を紹介。

秋⽥美彩館での仙北市⻑との共同記者会⾒

CSR/ESG活動の充実
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アジア地域での⼈⾝売買の 
抑⽌活動 

「Future Dream Achievement」

「うつ病」等によるみ就労者の 
社会復帰を⽀援する活動 
”ITチャリティ駅伝”

CSR/ESG活動の充実

かものはしプロジェクト



インフォテリア株式会社 2017初夏 64

ダイバーシティー（数的弱者を差別しない）

✴社内規定の整備 
✴LGBT社内研修会実施 
✴LGBT採⽤推進 
✴“work with Pride”受賞

2018年３月期 第３四半期決算説明会
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システムをつなぐ

ヒトをつなぐ

モノをつなぐ

未来へ「つなぐ」インフォテリア

オモイをつなぐ



2018年３月期 第３四半期決算説明会

London

Seattle 
 CupertinoHangzhou 

Shanghai 
Hong Kong

Tokyo 
Osaka

Singapore

ソフトウェアで世界をつなぐ
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3853
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本説明会及び説明資料に含まれる将来の⾒通しに関する部分は、
現時点で⼊⼿可能な情報に基づき判断したものであり、多分に 
不確定な 要素を含んでおります。実際の業績等は、さまざまな  
要因の変化等により、これらの⾒通しと異なる場合があります 
ことをご了承ください。

（証券コード：3853）

67

お問い合わせは：03-5718-1655


